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副会長  佐々木 明也 

 

昨年末には収まりかけたかに思えた新型コロナですが、その後、新種株オミクロンが猛威を

振るっています。高齢者の私たちは、早期にワクチンの追加接種に行く必要がありそうです。

桃太郎が暴れまくる鬼を退治しに行ったように・・・ 

 

言うまでもなく、今年の干支は寅です。丑からのバトンタッチですが、「陰陽道(おんみょうど

う)」では、「丑寅(うしとら)＝北東」の方角は、邪悪なもの、忌み嫌うものなど「鬼」が出入りす

る「鬼門(きもん)」と呼ぶそうです。 

道理で鬼の格好が牛の角に虎のパンツとなっているわけです。 

そして、鬼門(きもん)の対極（未申(ひつじさる)＝南西）にあるのが「裏鬼門」で、鬼の出入りを

封じる方角なのだそうです。 

 

陰陽五行説では、万物は木・火・土・金・水

の５種類の元素から成り立っており、それぞ

れに果物・動物(十二支)などが割り当てら

れていて、裏鬼門を時計回りに進むと、金の

グループ【桃、黍、申、酉、戌】があります。 

なるほど、桃太郎が黍団子を腰につけ、イ

ヌ・サル・トリを引き連れて鬼を退治に行く

「桃太郎」のおはなしは陰陽道の世界だった

わけですね。 

 

それにしても、犬猿の仲といわれるサルと

イヌが同じグループにいて、それをトリが間

に入って仲をトリもつとは・・・  

 

私は２月１日に３回目のワクチン接種に行ってきました。   

オミ(・・)退治になれば良いのですが・・・ 

 


